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新潟県出身の水戸部寅松は， 1891 (明治24)年に新潟師範学校に入学し， 1895 (明治28)年3月に




その後， 1915(大正4)年， 1921 (大正10)年， 1927(昭和 2)年とあわせて計4@]卒業生を送り出





















雑誌『教育研究Jによって確認することができる (1( 2 )資料編J 資料2を参照)。退職の際，
f教育研究jに寄せられた同僚からの言葉のなかに， I水戸部があの頭脳と努力を一教科の研究に
専注したならば、どんなに名を挙げるであろうとは，よく君を矢1]る人のいふことであったが，君は




る。その他の論文としては，体育，修身，学級担任，海外の教育の紹介などがある。また， ，-( 2 ) 
資料編J資料2以外にも f教育研究jには， I天J_jJまたは「水戸部天山」名義で， 30編ほどの
エッセイを定期的に掲載している。
東京高仰向小を1927(昭和 2)年 3月に退職した後は かねてからの念願であった私人としてわ
が屈の初等教育を欧米教育界に紹介する活動を行った。 1927(昭和 2)年 7月に出屈してから 2
























































































































































































































三つめの珪1FI] は，教育的効果ではなく， fjま JMt上の II~îj~(こついて触れており， i毛筆書方は種々雑
多のJlJ具を要し，殊に雲水は動もすれば泊l?e、し易く，其所らあたりを汚損し易い材料である所か
ら，之れが管~I日上の i主i 主H~ は甚だブミなるものである J と述べている(水戸部， 1922b)。
ij、上のように，水戸部は毛筆先習の意義を認めつつも，管理由などを考慮して硬筆先習を主張
した。すなわち，硬筆先習は，書写:教育の系統性を重視して書字能力を高めるための方法として





























































































本研究の一部は， JSPS科研費(若手研究 B: 25780486)の助成を受けたものである。
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